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此 盤 に紹 介 す る光 電 池 は,所 謂 ハ ル ク ツク ス 効 果 に.依る眞 空 光 電 池(Vacuum

Photo-Cell')で もな く,亦Photo-Voltaic-Cellで もな 、・。最 近 に至 りて.斧踵 の 方

面 か ら維 縁 贋 光 電 池(SperrschichtPhotozelle)の 名 稱 を與 へ らL'[luる 虞 の 從

來 と全 く趣 を異 に す る斬 種 の 光 電 池 の 研 究が 行 はれ て來 た 」而 して 既 に實 用 の 範

AILま で 逹 し て居 る 。此mの 光 電 池 に於 け る根 本 的 の新 現 象 は,光 を鑼 射 す る

と。從 來の も の の や うに感 光性 物 質 か ら光 電 子 が眞 室 衷 は 氣體 中 にJlli;る の で

は な く,且 つ 何Ahの 補 助 電 壓(Vorspannang)を 與 へ て 置 か な くと も,牛 導 體

.(Halbleiter)(此 場 合 は感 光 性 物 質 と して牛 導 體 を坩 ふ 。)の 中 か ら.,牟 導 照 とそ

れ に接 す る金 屬 電 極 との接 觸境 界 面 に盥 子 が 放 出 さ る事 で あ る。 而 して電 子 は光

に よ り與 へ られ た る エネ ル ギ ーに依 りて,牛 導 體 とそれ に 接 す ろ金 屬極 とのPoiに

介 在 す る と老 へ らる一種 の絶 縁 隆(Sperrschieht)を 貫 通 して金 屬 極 に至 り,大 部

.は之 よ り外部 回路 に 娼 で ガル バ ノ メー ク ーi.ζ振れ を與 へ る。 之 の絶 縁 暦 は竃 流 の

方 向 に對 して 單方 的 億導 性(UnipolareLeitfiihigkeit)を 有 す る もの で躑 ち整 流

作 用 を呈 す る もの で あ る。

かか る槲 置.をxsす る光 電 池 に は二 つ の場 合 が あ る,JF一 は 絶縁 暦 が光 電 池 の 背

部 に存 在 し,光 は宇 導 盤 の全 謄 を貫 き出 で,放 出 され た る光電 子 は 光 の方 向 に從

つ てcaち 孚 導髏 か ら共 背 部 に接 す る 金 屬 極 に至 る>vuで あ つ て 之 を後 壁 効 果

(Ainterwand-effekt)と 云 ふ 。他 の 一つ は絶 縁 居 が 雫 導 體 の 前 測 に 存在 し,其 緒

果 光 纏 に依.りて牛 導 髓 内 部 に於 て放 批 されfcる 電 于 は光 の 方 向 と反 對 の 方GdKCp
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ち宇 導 醴 か ら 絶 縁 居 を越 へ 前 側 の 電 極 に 飛 行 く場 合 で あ つ て,之 を前壁 効 果

(Vorderwandeffekt)と 云 ふ 。孚 導 醗 と して從 來 實 用化 され て λ[}る此種 の光 電 池

に於 てia,B.Lange,W.Schottky導 は 亜酸 化 銅 を用 ひ,LBergmann.同 く

B.LargeはSelenを 使 用 して ゐ る。而 して亞 酸 化銅 が後 壁 電 池(Hinterwand-

zelle)及 前 壁 電 池(Vorderwandzelle)の 兩 方 に使 用 さ れ て 居 る(Schoしtxy,

Iange,Duhme,)に 反 し,Selenは 前 躄電 池の み に使 用 され て 居 る。

今 竝 に後 壁 光 電 池(HintercrandPhotozelle)と 從 來 の 「醇翅 の 眞y=光 電 池 との

第_圏 構 造 を比 較 すれ ば第 一 間 及 第二 圖
'

の 如 くで あ.る。C'pち 在 來の.Hal-

lwachs効 果 に依 る光 電 池 は蜀 極

(GeAenelaktrode)にw位NU

以 て 與 へ て置 き光 躍 物1(か らtiて

.來 る光 電 子 を捕 へaも の で あ る

:が,只 今 の 光 電 池 に於 て は,か か

る以 前 て輿 へ て 置 く電 位 帥前 置電

壓(Vorsp3nnung)或 は補 助電f立:

第 二 圖(Hilfspotential)を 興 へ な く と も

外 部 回路 に光 電 流 を得 る。 之 が在

來 の も.のとの 根 本 て相 違 で あ る。

F」v.KSroryは か か る構 造 をxr

す る光 趾 的 裝 置 に封 して,之 の 系

の 光 に對 す るis恰 もナ宀 毛愚 レメ

'▽
.....ン トの 熟 に於 け る が 如 しで,サ ー

{エ レ メ ン.恥に對 してLichtelementと 云 ふ て居 る。.然Lな が ら,以 上 の如 く補

助 電 壓 を與 昏 な い に如 何 に.して光 電壓 從 て光 電 流が 起 る か に付 い て は今H尚 明確

一(紹 介)一
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なる詮明力墺 へられ て居なV・のである。以下之の種の研究の二三に付いて其の概

略を紹介致したい。

B.Langeの 研 究

B.Langzは 上 逹 の如 き構 造 を有 す る運酸 化銅 光 電 池 を初 めて 發 表 し次 の 如 き'

假 設 を與 へ た,EiAちHallwachs',Yi%1',と 同探 に之 の薪 光 電 池 に於 て も光 に依nw,

酸 化銅 内で 電 子 が 遊 離 され て 之 が 一 方 の極 よJ他 方 の極 に飛 び 行 くか ら,か か ろ、

新 しき瀧 燃 ・起 ・ ・而 て之 の 現 細 ・E・・・・… の式 ・V=]mv'=・ ・二 め㌦

冨hv-P.にwX14さ れるものであると假定した。共後Langeは 彼の假設 を一居

深 くた しかむる研究 もしなかつた し,亦 之の光電効果の内部機構に付いても何等

逑べて居/ANa

然 しながら之の現象はL3nge以 前に既に發見されて居 る。L.0.Crondahl

及P.H.Geigerはisz7年 新整流貅の題の下に亜酸化銅難流器に光を與ふれば

電氣抵抗が變化するのみなら#i流 器内に徴弱なる電動力を發生する。故に少き

竃流の測定の場含は之 を避けなければならぬと云ふて居る。

W。Scho廿ky一 派 の 研 究

W.Schottkyに 至 りて 初 め て ま とま4た る研 究 が 發 表 され て 居 る。 彼 の詮 の

根 本 的 概 含を要 約 すれ ば,銅 母 膣 と亞酸 化銅(以 下 牛 導 媛 と して亞 酸 化 鋼 の場 合

を論 す),と の 間 の 接觸 境 界面 に於 て一種 の 絶 縁 暦(Sperr撃chicht)がf卜 在 し,之

の 絶 縁 暦 に 於 て 光寵 壓 が發 生 す る 。而 して之 の光 電 池 に封 して銅 亜 酸 化銅繕 縁 贋

光 電 池(&upfer-Rnpfer-OxydulSpenrechichtPhotoz頭e)の 名 総 を與 へ,之 の

現.象を繕 縁 層 光 効 果(SpcrrschichtPhoto・effekt)と 云 ふ て居 る。 彼 は 光電 子 流

の 方 向 につ い て は,光 に 依つ て盛 酸 化銅 か ら11cN;一?fitたる電 子 は絶 縁 階 を通 過 し

て 金屬 電 極 に 行 き大 部 は タト部 网路 に1他 部 は局部 電 流 として 本 の 璽酸 化銅 に歸 る。.

一(紹 介》一
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即 ち絶縁 層 を貫 き金 場極 に流 人 す る電 子 一Jに依 りて呼 び 起 され た る 電 壓の 勾配 が

絶縁 層 の1'R方 的 湾導(UnipolareLeitFahigkea)の 爲J:光 電 子 逆 流 の電 壓 降 下 よ

第 三 薗 り も大 きいか らで あ る 。第 三 鬧 は萌 壁 光

光 馳 と光電子流との闘係鯨 すものであ

L姐 ↓↓鋤 極 嶽 欝 識1糊
ち整 淀 作 用 を呈 ナる事iよ既 に敦 年 前 よ り

知 られ て 居 る。1926年Grondahlは2

vGlt程 度 の 電壓 で は該 銅 板 が良 く整 流 作

鵬 をな す 柧 實 を發 見 して 居 る 。Schottl:y

は之 の整 流 作 用 も亦Gロ.oと 銅 母 腿 との

接 觸 境界 πliに介 在 す る 顯 微鏡 程 度以 下

(Scbmicroscopic)の 極 め て薄 き絶 縁 層 に起 因 す る もの で あ る と考へ この絶 縁 層

に.隊導機 構 の1ヒ が 起 る と云 ふ糊 説(SpenschichtTheorie)を 提 出 した 。

亜 酸化 銅 銅 毋 催 間 の 難 流 作 用 に對 して其 の 他二 三 の詮 明 が與 へ られ て居 る,H・

Fela60nは 電 解 的 に詮 明 し,Cuか らCu,Oの 方 向 に 電 璽 を與 へ る場 合Cu.Cu.O

間覧 界 面 にo:が 遊 離 され,之 が繕 縁 中閉贋(lsolierZwischensehicht)と な り
'

電 氣透 過 を低 下 せ しめ,逆 にCuOか らCuの:方 向 に電 壓 を與 へ た場 合銅 を其 虞

に 遊 離 す る か ら,上 述 の 如 き絶 縁 的 分.極層(SpzrrendePolarisatiouse6icht)を

作 らf:lnと 假 定 してrる 。次 にW.G1.canGeel13R.H.Fonder及LSordUeim

等 の 研 究 に 支持 され て,か か る絶 縁 居 に(f;り てへ だ たれ た る二 種 の電 極 の11i子放

tR(Elektroaen-emissi。11)に 基 く設 明 を與 へ;之 の場 合 は 一方 の極 は金 鶴 よ り他

方の 極 は宇 導盗 よ りな るか ら典 處 に電 子lftHSの 差 が 生 す と してra。 飜 て

此 種 の整 流 作 用が 只 に 電 流 に 對 して單 極 的 臨 導 を 有 す る の み な ら一r,外PVよ り

興 へ る電 遜 に よ りて も.亦 濃 度 に依 りて も遊 だ し く影 響 あ る もの で あ る。 換言 す

一(昭 介》一
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れば之の絶縁魁の抵抗はオームの法ll11,V=iR..に 從はぬ。今銅瓶酸化銅整流器の

第 四 薗 電壓電流の曲線 を示せ'ば第四

圖の如 くになる.上 逮の如き
,

S'hottkyの 絶縁 層 に於 て光

電 壓 が 稜生 す る と云 ふ繕 緻 層

光 効 果($p=rrschichtPhot・

o:ffekt)の 概 念 も之 の整 流 現

象 に晧 示 を受 け た 。.彼は,乾

式 整 流 器(Trockengleichri-

chte;)と して 使 用 す る金 屬 牛

導 盟織 合 ピに於 て(丘 ヒ場 合はr量'ー と して 亜 酸 化銅)絶 縁 層 光 効 果 力婿なに 存在 す

るが 故 に.之 の系 の整 流作 用 とか か る新 光 電 効 果 とは 密 接t;る 闘 係 をイ∫す る もの

と考へ,光 電 礪 の發 生 郵 は之 の 絶 縁 雁 にな けれ ば な らぬ と結 論 した 。 酊 して.破は

典 の 實驗 的捉 盤 と して次 の や うな手 探 り法(9Utasttrogn:ethode)にu:る 研 究(之

はDr.V..9uwcrs,及DC..T3fll:3Cの 研 究)を 指 摘 して居 る 。以 下Baust¢)研 究

aこ付 いて述 べ る 。彼 は第 五 固 の 如 き銅.illi酸化銅 絶 謝 旨光 電 池 を作 っ た 。LIi.IIL

銅亜酸化銅整流器電壓S 一
'6短 盈

電流曲線(Grondah1)タ
一

横榔 の方向はCu,O丿
一

4 .

極に興へた楹璽

moo,一'ρ 鹸

+q皇雌
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13金の對極であつて,IIIが 特に

廣いのは抵抗の渕定にi立 つか ら

であろ。cap層 の厚さは80μ で

ある。Lは 綱長 き光戮で電極に對

.して个行t:投射 せ'られ,」 しの位世

をヱト行に動か し得ろ.光 源はガス

入の電球を川ひて/r.るり第六國は

共研究結果で電極1の 附近に光黠

を動 か して 得られたるものであ

一(紹 .介)一
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第 六 画 る。 之 の 時 渕 定 器 の抵

クiiiは100冖 ムで 一i.1

6鹽 盛 ユo-sア ンペ ア とす 。

f而 して電 極1と 銅凋L冊

4と の 聞 に測 燃 を入xt

て 得た 結 果 で あ る。横
a

軸 は電 極1と 細 長 い 光

gfiの 距 離 を表 す 。 勿

' 論 舛
・部 力・らか鉾享電 巫 を

raへ 一ray定 した もの で

あつ て,電 子 流 の 方 向 は外 部 で は鋼母:艦か ら電 極1に176`.)Lる 。而 て外 部 に 幽 す る

光 電 子 流 は光 點(Lic6tileck')が だ んYcん 電 極1か ら遽 ざか るに 從つ て一 定 の 法

.則に よつ て減 少 し,も し光r.,,と電極 とが箪れ ば光 電 流 は殆 ど零 に藩 る事 を知 る。

此 の研 究 結 果 に對 ナ る理 論 的 詮 明 に 開 して,W・Schottkyは 次 の如 く云 ふ て ゐ

る 。皀1】ち僅 小 の 光 束 がCU-O層 を通 過 し得 てCuとCnoliflの 境 界 面 に落 ち電 子

はCu.0よ り銅 毋 儒 に 飛 行 き鼓 に 光 電 壓發 生 され,主 な る光.ti子流 は低 抵 抗 の 測

第.七 圏 定 器 を通 過 して對極 に至 り・ 共 の

一部 分 は再 び絶 縁 贋 を 通 過 し て

智
肇2

光

:r:,..二

.工 重電i極

1撮 卸:ごL費 鮗 ア

・鬱鞠i
銅 毋体

→ 男}施

cuo丿琶;こ戻る。今第一ヒ渥司に示すカ=

如 く,光 束がCu.0贋 を通過 して

絶黼 に到述 したる點を光寛壓發

生皴 とし,之 の毀 とAu極 との距

離をxと し,外 部回路の測定.駻

に流る光電子流1を,一 般的誘導

法に依 りて計算すれば,共 結果は

一(詔 介)一
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1.・華 播
,
2.写

に て與 へ られ る 。之 の 式 に 於 るbは 光 貼の 幅 を表 し,

f)

δ:AbleitungswHer£tand(Cm'に つ い て)

41:Cn .0暦 ユCm幅,厚 さdの 抵 抗

iF=比 光 電 重颱 電 流

とす るo躍 を變 數 とす る上 式のtlll線は簡 單 な る指 敗 法 荊(Exp⊃nenしia!gこSりt乙)に

從 ふ 事 を知J,之 の 曲線 の 形 が,IaiJijhのP,iustの 研究.こ依 りて 得 られ た る 第 六

t;の 曲 線 と全 くailUJで あ る關 係 が認 め ら丿.Lた。之 は 明 に絶 縁 居 光 効 果 の假 設1こ實

驗 的根 嫖 を與 へ る もの で あ る と して ゐ る 、

1.YN.8chottty及E.D.乙hm3は 之 の 光電 巫 ゾ)發生 黜 で あ る絶 縁 暦 を、一光 源 の

方 に 向 げ られ た るCu二 〇 表 面 即 ち 前 壁 に 置 換 す る と光電 澁 は::方 向 を變 化 し,即

窮 八 圏 ち光 電 子流 はCu:O内 か ら光 の 方 向 と

反 對 の 方 向 に 彊 行 く事 、換 言 せiよ光電

劒 ・

光

一(ili

子 に常 にCu二 〇 か ら絶 縁 層 を通 過 して

金 屬 毬 に移 り.行く事 實 をた しか めた 。

第 八 圃 の如 くCtltO前 壁 に金 鴎 の極 を

作 る た め陰極 飛散 法(Kathodenz2rs・

tfiubung)を 施 し,CL'tOの 餃 壁 に は 非.

常 に細 き黒鉛 層 を接 觸 した 。 然 る時 ぱ

單 方擲 導性 の 絶 縁 層 ほC』LOと 共上 に

ヒ

淅げられ尢る金厨蓮との間に現る。此

介)一
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の 場 合 黒鉛 亜酸 化 銅 聞 の絶 縁 作 用 に無観 し.aる 。 依 て か か る電 池 に對 し,黒 鉛 亜

酸 化 銅 前壁 繕 縁殿 光 蹴 池 のs;#,r:を與 へ た。故 に 亜酸 化 鋼整 流wit後 壁電 池 と も見

微L得 べ き もの で あ る と云 ふ てr;る ⊇

要 す る に絶 縁 層 光 効 巣(SparrschichtPhotceffakt')の 發 生 に 付 い て,典 牛 媒

騒 が 内部 光 電 効 果(後 遠)を 示 す もの と假 定 せ ば,次 の 三 根 「r條{勹;が'iiに滿 足 さa.し

な けれ ば な らぬ 。

i)金 屬,牛 尊 膣 の接 觸境界 鮴 に光 を與 へ る事

ii)光 に あた る接 觸 境 界 面 が 輩極 的 電 氣 鯨 導 到iを有 す る事

iti)光 に 依つ て遊 離 され た る光 電子 が 之 の 單 極 鱒 性 の層 を飛 越 え な けれ

ば な らぬ 。

侮 鋏hottkyはCu二 〇 内 で 光電 的 に遊 離 され た る 無數 の 光電 子 の みに ては,光

sLの 發 生 に31ドして ぽ何wの 役 割 をな さぬ事 を,〉:の 事 實 に基 い て.も假 定 し得 る

と云 ふ て居 る 。ADちPfun.1の 研 究 に 依れ ば,,.一,,a.化飼 内 に於 る電 子の 遊 離 は 前

握 電 壓(Vorspannung)な くして は決 して瞬 間 的 光tiJ果 を示 さな 、.・と。

,

1

H,Denlber一 派 の研 究

H.D」mber一 派 はSchottkyの 詮 に對 して異 議 を唱 へ てrる 。彼等 はSchottky

の 所 謂 絶 縁 層 光 効 果(SaerrschichtPuotoeffekし)に 對 し 紬}1ヨ.光効 .果(Kristall

Photoe`.fekt)を 唱 へ た 。i1大 略 は次 の如 くで あ る。或 種 の'1==situの 光 を吸 牧 す

る結 品 に光 を輿 へ る と.光 は結 品ryで 電 子 を馨 禺 して 光 電沛 を外 部 回路 に作 る。

之 の 光 電1-iAiの1ir:LAと して は,吸 敦 した る光iに 依 りて 起 る(1)電 子 濃慶 の 差 と

(2)入 射 光 線 の 電 子 に及 ぼ す光bF(Lichklruek')がlji因 と見做iる 。第 九 鬧 は 之

の 緒 晶光 効 果の 實 驗 裝 置 及結 果 で あ る、CmO八 齎 體 の 稜 の 長 さ8mmで あ る 。

佃 波馴 土Schottkyの 云 ふ絶 縁 作 用 な る もの をiく 除 外 す る簡 衆 な る方 法 を考 案

して,が か る新 光 電 効a:に 對.する決 定 的解 釋 を興 へ ん と しfcogPち 牛 導 體 に 直 接附

一(紹.介}一

`

1
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の
光≡葺

第 九 圏(A)

亟了

ミ

ミ

も
至

3w

ノ⑳

耀}1払'
→A

第 允 圖(B)

t轡

o,15

o,w

00

u

光 霓 圧'

u彪

眠
乙

'
写

砌♪
製

孟
8

茄 され て居 た金 屬 の 代 りに電 子 の

通 過 を許 さ ぬ縄 掾 物 を以 てreruし

た 。Demberの 研 究装 置 は第 ・.1・岡

のpr,く で あ る,,先 づ 光 源 か らの光

を水 で 滿 た した る吸 牧 槽 と水fliレ.

ンズ を通 して 熱線 を耳刻除 い た,

A:CuO八 面 置 よ り切 取 りた

る3×9.5×9.Ommの 板

B:眞 鍮 輪

C=雲ilk}

D二 金 屬 網 でAか ら雲 母層 を

通 して0.015m「nの 處 に 立

られ て居 る 。

測 定 器 は リンデ マ ンエ レク1・ロ

メーY_y711Ltて 居 る 。か く して

見 る に 光 の曝 射 に依.り.起る電 流 計

の7レ は 、DをAに 直 接 接 觸 し

た場 合 の夫 れ と全 く同 ヒで あ る事

をた しか め 允 。

樹 金 屬 と接 觸 して居 る部 分 の 幾

分 か の前 壁 効 果 を避 け ろ た めC'u-0

の兩 側 を雲 母 で蔽 ひ 白金 網 を押 し

付 け て光 を投 射 す る も,之 の時 は

0.020volt位 の 光電 壓 を得 た そ う

で あ る 。 更 にDrBarthは 之 の 實

一(紹 介》一

.一一 一
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箪 十.圏

.c

RI

ヨ→→『

A )

莞 ,,

/

→

駘 を次 の や うに作nへ た 。帥 ちlmm

の 塞 氣層 を雲母 層 の 代 りに 入 れ變 へ てr

る 。 之 の 實 驗 に 於 て も光 効 果 は認 め られ

た と云 ふ て 居 る 。

LudwigBergmannの.研 究=Eerg-

mansはDumberの 設 を更 に支 持 す る3;

・ の様 な 研 究 を報 告 して居 る。 邸 ち第 十 一

圖 に於 て 兩 側 か ら同 ヒ強 さの 同 ヒ斷績 的

振動 數 をイfする光 を同 時 的 に與 ふ れ ば 効

果 は零 とな る。之 は 一方 で 遡 雛 され る電

子が膚に.他の側で遊離 される電 予が左に移勁 し,光電池の中央に於ては光の彊さ

が岡 ヒであるため電子の遐動が起 らないからである。若 し兩方から同じ強度の同

ヒ斷績數の.光を與へ,一 方が暗の時他方が明であるや うになせば効果63=.f14にな

る。即ち1ε0'の位枳のズレのため効果がtFj加す第 一← 一 圏

"7入 窒

る。次に一・方から斷績的の光 と蓮鞍的の光とを

同時に與へ 蓮績的の光の強を増加せば斷績的の

光に依 りて起る効.果は減少する。 更に一方から

逶曜 軒 斷獅 光轍 へ 他鵬 蓮綾的の光をあ

カ'ラス

气

　

」糴 瑚 ・

.てば豊鞍的の光に.ff;hて起る効果1よ増大するg

兩側から同 じ強さの蓮績的の光をあてば,斷 績

的の光;こrs<る効果sis化 しない。前者の場合他

方から遉績的の光の侵入に依 りて起る効果の壇

大は,光電的活性層が薄げれば薄い秘大きい。即

ち斷績的の光に依つて電子の遊離が起つてrるwへ 他方から多くの蓮續的の光が

馨れば來るTS効果はx*く なる。かかる効果のj91mはHgSや1{g12等 の如 く牛

一cam介)一
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導:皚に して且つ薄層に纂 十 二 圏

/,於 て透明なる ものに超

る。故にゼレンの如 く

不透明のものには起ら

ない。(第 十二鬪參照)

7aに第十三鬮の如き

光電池に於ても透明な

る感光性物質に断綾的

の光が侵入 したる部分

にまで,他 方か ら蓮績

的の光が侵入 したる時

迚 績 曝 射 → ル「メィ 凾 ・にのみ1斷 績的の光に

依る効果が垉大する事を知る.1.2兩 光電池に於て色 々の場合を衷示せば第一

第 一 表 表の如 くになる。

入 射 光 貌7.elle1. 7.cltc盤.

=.

llI側
ヨリ済 畷的光 効果

.層

一 一 一

効果

1廟 」サ斷 続的光 1効果
lI

効果

晃韈 羨養鸚 罐1効脚
的 二照 ろ

効果 ナシ

一_.l

l謬臟 渤畑 ・・渤
門1一

フ

効.竪職 小

個 カ ラ斷 倒光 同 時 二
11側 コ サ靉 績 的 光 チ奥.効5:h7

.1

効果塔加 ナ
シ

鸚 蹴 祠 ・・
効果渋小 λ
ル

更に第.1・四圖の裝置に於て

は,同 じ強 さで同 じ斷績数を

以て同時的に光 を曝射すれば

(a)の 場合に於ては光電池O

爾孚方向反對且つ1:'S,^prしき

海 め光効果 は起 らない。之際

凹面鏡 をす らす事に依 り背部

に落 る光の張 さ を調蔀 し得

る。(b)(c)はrh相 等 しき

光効果あ り(d)の 場.合は効果

が 大 き くな る 。か くの如 く二 重光 電 池(Doppazelle)の 實 驗 に 依 りて,電 子の 邏

一 備 介)一



L

物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)

`盤) (板 倉武雄 》 乾 式 光 電 池

第

言

第

十

四{電 権 の 透 明{協 宿
c2

閥"〉 亠

ノ23/2
C一 一一 〇

脳 ノ ・2 瑕2
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.曜

.E 彡
ニ

ニ

ヨ

三

彡
彡
!

/

彡
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, ∋
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工→
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工 工
ξ う
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＼

＼
一

く

光
く
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他
'
0

壇 一
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一(犇i介)一

動の方向は光の方向にある事 を

知る。今左側牛分を前壁効果を

持つゼレン絶縁暦光電池で置ま.

かへば,電 子はゼレンから光を

通す極の方に飛行 く。之の時兩

光電池が同.じ効果を興ふるや う

に光の強さを調節 し置けば,光

を同時に興へた時(a)の 逹総 こ

於ては2倍 の効果を興へる。之

の事實は次の事を詮明する。to

ち右側の電池に於て電子は光の

方向に進み,雨is.L池では同方向

の電子流が起る。

岱之の光効 果の斷績數(Un一

船rb把chungs£requenz)こ=闘 し

てra測 定絡結 して居ないが緑秒

iooa-roo程 慶で は著 しい惰

性が入 り來 な い と報告 して居

る.3<光 効果に對する入射光線

のスベク トル分布1掃1揺について

は研究進行中であるが一般に効

果の極大の.rte.'{'a.共物質の極大

吸牧の處にあるやうである。帥

ち赤のIlgl,は 維の處に極左を

示 しx色 のAg.>Sは 全可税線に
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對 し殆ど伺程度の感度を示す如 くである。今H.D:mber一 派のFll/ifl/LNJ'A:P7['の

概要を蓮べる.ならば次の様である。

天然の距酸化銅結晶に於ては,光 を投射すれば光電壓が發生する。bYiして閉ぢ

3cる外部同路に光電流 を変 じ,共 方向1'Ssfi一・結1}.r,(Einln'isL111)内では常に電子

が結品内で光の方向に移動 する。之にu:aしば結晟光効果は前述の瓢縁層光効果に

必要なる三燦件が滿足 されなくとも起る。然 るが故に之の結品光効果の詮明に繕

掾居光効果 を用s.z;;r.は不可能である。tmち

i)結 晶光効果は雨極が光に照らされなくとも起る。

iij結 晶 と電極 との組合せにはqnt?;の單極簿導性が存在 しない。Eaち兩方の

接濁部は同様に擧動するもの.であり,電 子流は光の方に向げられたる極

が照 らされて も,そ れを1SOｰ回 轉 した時 も常に入射光線の方向に流る,

'i:i)1羌mberは 途に金蜃髄 を結晶よリ取除 きて結品の光電壓を瀰定するに成

功 しYc,

紙品光効果の根本概念は次の様にして詫明さる.Cpち

縞羂内で光電的に遊離 されたる光電子數は結晶内で光の方向に指數法則的に

減小し行 く光の強さに相應 して,減 小して行 く。故に斈耀i内 では光の.方向に

荷電の勾配が生する事になる。而 して一般に結晶光効果は内部光電効果を呈

する結晶物質に豫期 されねばならぬ。

かくして結品光効果が絶講暦光効'f:.at:つて設明されないとするならば逆に繕

縁雁光効asを 絡晶光効果の上に持 ち來 し得るものではなか らうか。K.Scharf及

0,1Neinbaumは 絶総層の存在と全 く無關係に起る處の之の結品光kh31!Itii4

光効果の第一黍的の現乗な1と しレ.紲縁層に第二義的の意味を與へて居る。而 し

て絶縁晒が結品光'.'tlla;に影響 を及1鰐す ものな りや否や,或 はどの程度に及ぼすも

のな りや,今 後の研究 を待たなければならぬ。

一(紹 介)一
.
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ゼ レ冫絶緑層光電池の研究

LBergmannは 吹の如 きゼレン縄縁層光電池を作 り共測定結果 輦出して居る。

荊蓮の如 く之の光電池は前壁光効果に島するものである。先づゼレンを薄 く金臈

「ρ'2 -UO8

第 十 竃 日

'ｰr^'一h

s

タ

3

2

ノ ノ3

一σρ 名
一卩一一

〇,0

一'

一2

窮 十 六 国

'

,'

一r

ノ

"ca60
,ノaα'2

一一》 嘘

0./60.oB

!oも腕

⑳ 横轍 の方向

ばゼレン極 に

興へたる電壓
IC

とする

吻8qleyolt

圓 板上 にぬ り共 表面 に陰

極 飛 散 法(Kathoヨen・

zerと嶺ubung)を 施 して

金 叉 は 白金 よ りな る良 く

光 を通 す極 を7F上 に 作つ

た 。 そ うす る と單 毬 鱒

性 絶 縁 層 が ゼ レ ン と其上

につ け られ た 金 屬 極 間 に

生 成 され た 。か く して作

つ た 光電 池 に1ル ー メ ン

のCi色 光 を與 へ しに3×

10」amp.(外 部 抵 抗2オ

1,)の 光電 流 と,同 じ

光 東 に對 して0.2ボ ル ト

の 光 電 壓 を得 た と報 告 し

て贋 る 。絶 縁 暦 光 効 果 は

内部 光電 効果 め大 な る牛

導 磁 の"ll'在と.牛 導體 と

其 」二にF付け られ た る對 極

聞 に 單極 簿導 貿維 縁 屠 が イ亅恠 せ ね ば な らぬ と彊調 して居 る 。第 一1・五 圃 眩線iは 整

流 作 川 を示 す もの,曲 線2.3.は25ワ ツFの 電 燈 を失k60糎,130糎 の 距 離 に

一(紹 介}一
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C,

C,

賦

.霈 十 亡 固

幺 坐
●

光&'

光働扼

crし 殳。ケ'レつ1

ゴ徐%
0,6

0,5

b ,/f

os

o,ユ

qi

(25)

ガ

OoiyBi63Ya5'

置いた場合の昭明時に於る整流IH1線である。第十六鬪1ま外部電璽の方向 と光電池

の抵抗 との齷係第十七岡は光電流光電壓 と光の強さとの關係を示す ものである。

第 十 八 圖

電

ー

光
↑

Jll舶

←温摩 e
G棚 σ 一ノ〃∂"JSo

温 度 係 鐓 に つ い て

絶 縁 居 光 効 果の温 度 係 歎 に 闔 す る研 究 は,II.Tei-

chmanaに 依 りて最 初 報 告 され た 。 其 結 果 は第 十 八

鬪 の 如 く大 な る負の 温 度 係数 を有 す る 。B.Lznrc

の 測 定 に依れ ばa.十 九 岡 の如 くに な る.躑 ちr,;・

chmannの 結 果 と よ く似 て1,'.って,常 温 附 近 で は光

電 流 は温 度 一 度 にっ き1%以 上 の變 化 を示 す'。光 電

壓 に玉 りて は 更 に1だ しい 。故 に之 の光 電 池 を屑 ひ

て 嚴 格 な る ホ トメ ト リ ー に 於 る測 定 は 不可 能 にな

ろ。

次 に ス ペ ク トル分 布 曲線.と温 度 との 闘 係 は第 二 十

一(紹 介) .一 ・

.1
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(.f.) (板倉蔵雄)乾 式 光 電 準

第 十 九 国

Cu.O後 壁 光電 池 の 溜度 感度 曲線

光C-!:1目 盛2m.V

光電 流:1目5Y3xlO一"Amp

,

圖の如 くであつて,極.弋 感度は温

度の上i1と 共に長波長の方に,つ

れてゐる。

(i)

(ii)

光 電 効 果 分 類

Ha!lwaぐhs効 果;光 か 作

用 を受 け て光 電 物 質 表 面

か ら光 電 子 が 放 出 さる現

象 で,之 を外 部 光sL効 果

と し,所 謂Hallwaehs勤

果 で あ る。

TPflRW光 電 効 果:&1十ii:'dxl

で 起 る光 電 効 果 に して,

iiiiに 對 」て内 部 光電 効

県 とす 。而 して興 へ られ

た る電 位差 に よつ て効 果

は 非 常 に増 大 す る 。

.以上紹介 した る絶縁眉光電池にも,三 つの扣異 りたる現象を見る。

(i)暗 所の銅亜酸化銅組合せに於て,寵 氣偲導の雛極性即ち整流作ll亅があ

る。

(ii)光 の曝照に件ひ亜酸化銅の抵抗變化即ち内部光電効果がある。

(iii)光 の曝射r-11=ひ光冠璽が發生する.之 は絶橡層光効果である。

工業的重要なJ應 用範園について1

瀉眞電逸 トーキrテ レビジオン等光の倒勁 をそれに粗當する電流の變化に

一(紹 分⊃一
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(板 倉武雄)乾 式 光 電 池 (聾 言)

第 二 十 圏
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各 瀏 変に於 る,Cu20後 壁 電 池 の

同 エ ネ ル ギ ー ス ベ クrル に對 す

る感 度 曲線(横 軸nzμ)
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變 す べ き も.のに奨 珊 さ る,亦

之 の 新 光 電 池 を ホ トメrり 一

に使 用 し得 る。 感 度 が 大 で あ

る か ら着通 の ガ ル バ ノ メー タ

ー と俳用 すれ ば よい ,そ れ か

ら記 鋒 ボ ル トi一 タ ー と組 合

せ ば 日光 の 明 さの變 化等 が分

る.亦 爐 の温 慶 をVii:の色 に ょ

りて は か る電 氣 寒援 計(Farn・

thermometer)そ れ か ら色r

計 や 寫眞 術の露 出測 定器,或

は 非常 に狹 き割 目か ら來 る極

小 の 光 の 強 さで も光 電 流 と し

て ミラー ガ ル バ ノメー タ ーで

測4得 るか ら ミク ロ:;ト メ ー

ク ー等 に もな る.

W.Sehottky:PhysZtsｰhr.31S.913(192の

H.Dember:Phya.Ztschr.33S.209(1932)

L.Bergmanv:Phys.Ztszhr.32.S.17.S.2360,1931)

H.Damber:Phy_.Ztschrift.3'.S.554.S556(1931)

W.Vo竃t:Ann,d.Phy,.7S.ユ88(1930)

E.Duhme,W,S:hottky,Natnrwiss.18.S.735(198①

B.Lsnge:Phys.Ztschr.31・S.96d(1930)

一(紹 介)一



物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)

(艶) (板倉武雄)乾 式 光 蒄 iL

)

)

)

8

9

10

)

)

)

ー

ウ
臼

0
σ

1

1

1

)

)

)

4
・

層0

6

ユ

ー

1

)

)

)

冖
1

〔b

9

1

1

1

)

)

)

O

I

り
一

り
一

9
一

9
"

)

)

)

n
δ

4

尸
O

り
西

り
冒

2

い…
On・.Auwers.H.Kerschbaum,Ann.d,Phys.了S.129(1930)

]{.Kost,Z.fUrPhys.54S.36了(1929)

W.Schottky.W.Deutsohmann:Phys.Ztミch.X30S.839(19ｰJ)

B.LanSe:Phcs.7.eitschrift.31S.139(1930)

H.Damber:Phps.Zt=_chr.32S554.(1931)

Wagncr:PhyS.Ztschr.32S.6.1?(1931)

J.Freηkel=PhysicalReview.36P.1604(1930)

Naturn-iss:S.15.S.29丁(1932)

、V.Schottky=Phys.Ztsehr.32S.833(1931)

13.Iange:Natunciss.19S.5?u(1951)

P,.Lange:Phys.Ztschr.23S.3cO(1931)

L.Bergmaun=Naturw髄.19S,6正8(1931)

L.Scharf,O.Weinbaum.Phy∴Ztschr.33.(1932)

H.Teichmnnn:Ann.d.phps.13(193?)

L.Eergmann:Phya.Ztschr.33S.17.S.u10(193?)

F.、Vaibel.、V。Schottky一:Phys.Ztchr.33.S.5S3,(1932)

Ii.Teichmann:ZfurPhys.65S..G9(1930)67.S.19L(1331)

E.c.IiorSsy.P.Selenpi:Arn.d.Phps.13(193?)

閹

ノ

ρ

.

(紹 介}


